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２０１２年１０月２４日　第２０７７回例会　VOL. ４４　No. １６

■司　　会　SAA 代理 　安藤　公一

■開会点鐘　会 　　　長   山崎　良三

■斉　　唱　それでこそロータリー

　　　ＳＬ　漆原恵利子

■出席報告

　
■本日の欠席者
内田、小嶋、斎藤、田川、千葉、新川、増田

■他クラブ出席者
増田 (東京銀座新 RC)、小嶋 (横浜瀬谷 RC)

■ゲスト
水谷　哲也殿（横浜隼人高校硬式野球部監督）

■恵送を受けた週報
新横浜 RC

■米山功労者表彰

　吉野寧訓会員　第 12 回米山功労者メジャードナー

　安藤達雄会員　第 7回米山功労者

　倉本宏昭会員　第 2回米山功労者

　佐藤真吾会員　第 2回米山功労者

■会長報告
　皆様、こんにちは。10 月 21 日は好天に恵

まれ旭区民祭りに会員多数の応援を頂き、ま

た岩沼 RC から８名の御参加を頂き、無事奉仕

活動が終わりました。有難うございました。

　岩沼 RC の方から聞きましたが震災地の復興

も少しずつ進んで、いよいよ１，２年の間に住

宅が一ぺんに建ち始まるようです。ただ圧倒

的に中央の大手メーカーが席巻する様で、地

元の業者が少しでも潤うように願っています。

　尚、区民祭りでのラーメンの販売成果は、

打率 2/3 です。現在 153 ケ残っていますので、

皆様のご協力で買い求めをお願いしたいと思

います。

　来週は南アフリカから５名の留学生が来ら

れるので、盛大に歓迎しましょう。

○地区関係

１）R財団から GSE チームの歓送会のご案内

日時　11 月 12 日㈪　午後６時～８時

場所　新横浜国際ホテル南館４F　

　　　ブループラム

○地区関係　

１）IM の第４, ５グループ地区実行委員長か

ら各クラブによる東日本大震災地に対する支

援活動についての報告会と致しまして、各ク

ラブ代表者の選出依頼及び IM 実行委員の２名

の推薦についての依頼

２）地区 R財団補助金管理セミナー開催

日時　11 月 19 日㈪午後３時～５時 30 分　　

場所　メモワールプラザソシア

　　　４Fウィング

本日の出席率    77.42％

本日の出席数    24 名会 　 員 　 数  　35 名

修正出席率   　100％

「奉仕を通じて平和を」
2012-13年度 RI会長／田 中 作 次　　RI.D2590ガバナー／露 木 雄 二　　横浜旭RC会長／山 崎 良 三
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■幹事報告
１）例会臨時変更のお知らせ

○大和ロータリークラブ

日時　11 月５日㈪→３日、４日　　

　　大和産業フェアに振替　

■臨時理事役員会議事録
日時　10 月 17 日㈬午後１時 30 分

場所　例会場

出席者 (敬称略 )

山崎、安藤公一、佐藤、後藤、福村、漆原、斎藤、

新川、倉本、今野、内田、青木

○審議事項　旭区民まつり予算について

弁当代　　　　 35,000 円

アトラクション 20,000 円      計 55,000 円

　以上、承認されました。

■島田彩子さん近況報告　　　

　ロータリークラブの

皆様、ご無沙汰してお

ります。国際親善奨学

生としてフィンランド

のオウルに来て、早く

も２か月になろうとし

ています。

　もっと早くに報告の

お便りをしようと思っ

ていながら、新生活の

様々な手配に追われて

ご連絡が遅くなってし

まいました。　

　今日は新生活のスタートと、その中で最初

に出会ったロータリアンのご家族のことを書

こうと思います。

　出発前に新しい国での生活にいろいろ不安

があった私は、何人かのオウルのロータリア

ンの方々へメールを差し上げました。すると

メールを受け取った方々が、それぞれ所属ク

ラブの会員に声をかけてくださり、予想以上

にたくさんの方からお返事をいただきました。

オウルに到着してからは公的な諸手続きや家

具の手配、自転車の購入などに幾たびもクラ

ブの枠を超えてロータリーの方々が助けてく

ださり、本当にうれしい驚きと感謝でいっぱ

いです。こんなにも多くの方々が親身に助け

てくださったおかげで、思っていたよりも順

調に異国の地での生活が動き出しています。

　オウルで初めに出会ったロータリーの方は、

ロータリアン、ペッカ・カントーラさんの娘

のソニアさんでした。８月 24 日に成田を出発

し、モスクワ、ヘルシンキで飛行機を乗り換

え、８月 25 日の深夜１時にオウル空港に到着

したとき、夜遅くに空港まで迎えに来て下さっ

たのがソニアだったのです。

　彼女は幼稚園で働いている若い女性で、日

本語に興味があり高校の時に少し習っていた

そうです。私に与えられた学生寮が家具のな

い部屋だったので、ベッドや最低限の生活用

品が揃うまで、私はソニアのアパートに滞在

させていただきました。その間、ソニアは登

録や手配が必要な様々なところに連れて行っ

てくれ、彼女のおかげで初めの諸手続きをと

ても迅速に済ませることができました。日本

と芸術に興味があっておしゃべりが大好きな

ソニアとは大の仲良しになり、その後も時々

一緒に日本食を作ったりしています。

　９月にはロータリアンのご両親、カントー

ラご夫妻が自宅のディナーに招いてくださり、

おいしいお食事をごちそうになりました。メ

ニューはジャガイモ、鮭のグリル、カリフラ

ワーのクリーム煮、サラダという北欧的な料

理で、デザートには焼きチーズにジャムを載

せて食べるフィンランドの伝統的な一品も初

めて口にしました。

　カントーラさんのご家族以外にも多くの

ロータリアンの方々が助けてくださり、また、

オウル・インターナショナル・ロータリーク

ラブがホストクラブとして私を迎え入れてく

ださり、ほぼ毎週ミーティングに参加してい

ます。次回のご報告ではこれらのことも書き

たいと思っています。

　横浜も暑い夏が過ぎ、秋が来たと家族に伺

いました。気温の上下が大きいころと思いま

すので、どうぞお体に気を付けてお過ごしく

ださい。

■親睦委員会　　　　　　　　　後藤　英則

川崎競馬ナイター観戦の報告

　10 月 19 日㈮夜、前日来の雨も上がり絶好

の観戦日和に、関係者以外立ち入り禁止のド

アより田中馬主協会会長に案内されたのは

コースを一望できる全面ガラス張りの貴賓室、

それもゴールラインのほぼ真横、実に素晴ら

しい部屋でした。　

　参加者の中で馬券の買い方を知っているの

は千葉さんだけ。他の皆さんは競馬新聞さえ

理解不能。田中さんや千葉さんに聞きながら
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貴賓室の直ぐ裏にある鉄道の切符売り場の様

な券売機へ大枚？ 100 円を握り締め、なんと

か馬券を買い、最初のレースがスタート。「何

番の馬が一着？とか何番と何番が入ったとか」

それは大騒ぎでした。そんな中、やはり玄人

の千葉さんは 6,000 円儲けたとニンマリして

ました。　

　レースとレースの間は 20 分近く有るのでそ

の間に競馬場内の食堂より思い思いの夕食を

出前してもらい食事をしたり、ビールや焼酎

を飲みながら次レースの予想…。予想と言っ

ても何もわからない素人の集団、自分の好き

な数字をマークシートにチェックを入れ 100

円を数枚握り券売機へ行くのですが、さすが

貴賓室裏の券売機、並ぶこともなく実にスムー

ズに買えます。レースも３レース目になって

くると馬券の種類も少しわかってきて、皆さ

んそれぞれに違った馬券を買って楽しまれて

いた様子です。　

　最終レースが終わったのは９時少し前でし

たが、午後７時前からあっという間の約２時

間、実に楽しくあっという間の貴重な経験で

した。　

　次回も是非計画して欲しいとの参加者皆さ

んの声でした。えっ！儲かった人は居たかっ

て？それは内緒にしておきましょう。

■社会奉仕委員会　　　　　　　 福村　　正

旭ふれあい区民祭り会計報告

　10 月 21 日ふれあい区民まつりに参加いた

だきまして、有難うございました。

○収入

売上　　　　　　135,000 円

寄付　　　　　　138,712 円

風船　　 　　　  20,000 円

○支出

諸経費　　　　　 65,587 円

詳細は後日改めて行います。　　　　　　　

■ニコニコ BOX( 会員敬称略 )

岩沼 RC 大友様、鳥羽様、小野様、松尾様、
渡辺様、小野様、飯塚様／旭ふれあい区民ま

つり、いろいろお世話になりました。

山崎　良三／横浜隼高校硬式野球部監督水谷

哲也様、今日はお忙しい中卓話においでいた

だき有難うございます。よろしくお願いしま

す。

青木　邦弘／①水谷様ようこそ。②自宅の電

話、FAX が変わりました。045-392-1080 です。

旧の番号はつながりません。

大谷　蓉子／今日は、横浜隼高校硬式野球部

監督水谷哲也が旭ロータリーの卓話に伺いま

すので、よろしくお願い致します。

吉原　則光／水谷さま、ご多用のところ卓話

有り難うございます。隼人高校野球部の躍進

ぶり、関東大会、夏の甲子園とのご活躍をお

祈りします。ぜひ優勝をと期待大です。

福村　正／①ふれあい区民まつりのご協力有

難うございました。②水谷監督をお迎えして。

市川　慎二／①水谷哲也様、本日の卓話宜し

くお願い致します。②区民まつり、お疲れ様

でした。

関口　友宏／水谷監督を、お迎えして。

黒瀬　一敏／隼人高校野球部監督をお迎えし

て。

五十嵐　正／①水谷監督をお迎えして。②先

日の区民まつり、皆様お疲れ様でした。③川

崎競馬では後藤さんにお世話になりました。

安藤　公一／①水谷監督ようこそいらっしゃ

いました。卓話よろしくお願い致します②先

日の旭ふれあい区民まつりお疲れ様でした。

兵藤　哲夫／①後藤さんありがとう。川崎競

馬ツィンクルレース、女房が大喜び、当り馬

券を得てはまりそうです ! ②水谷監督ようこ

そ。若者の教育、よろしくお願いします。

後藤　英則／①水谷監督ようこそ。②川崎ナ

イター競馬観戦の皆様、楽しんでいただけま

したか。

倉本　宏昭／水谷監督ようこそ。毎年我々に

夢を与えて下さっていますが、来年の選抜で

は是非…。

安藤　達雄／ 10 月 19 日は競馬の観賞会、後

藤さんたいへんお世話になりました。馬券の

買い方や清算の仕方を教えていただき、いい

社会勉強ができました。ありがとうございま

した。
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内田　　敏／①水谷監督、卓話宜しくお願い

します。②本日所用により出席できませんの

で、安藤公一会長エレクトに SAA をお願いし

ました。

太田　勝典／久し振りの例会出席となりまし

た。先日、飛鳥のテレビを見ていましたら、

モルジブで岡田夫妻が幸せそのもので映って

いました！奥さんと一緒で安心しました。

岡田　清七／旭区民まつり盛況おめでとうご

ざいます。

■卓話　
　横浜隼人高等学校野球部監督　水谷　哲也

　はじめに、20 年にわたる隼人高校野球部監

督として、生徒と長く関わりを持って行こう

決めました。野球はもちろんのこと、進学・

就職・結婚等。そうした姿勢で生徒集めに当

初ご苦労されたそうです。

　次に指導者としての立場から見て、野球と

いうスポーツをするに当たり、大切と思われ

ることとして

①「全力疾走をすること」②「元気を出すこと」

③「カバーリング・バックアップをすること」

この３つを挙げられていました。

　野球においてミスは付き物。ただ、皆でバッ

クアップ出来れば、ミスを恐れず全力のプレー

が望める。皆が互いの信頼しあってプレーに

集中する事が出来る。このどれもが、本人の

気持ちさえあれば、どんな人でもスグにでき

うる事だと、そして、それが大切なことだと

思うと、お話されていました。

　また、野球というのは、理不尽なスポーツ

だと思う。バットの芯にボールが当たっても、

フライが取られてしまえばアウトになる。バッ

トの先っちょに当たったボールでも、ひょろ

ひょろフライになって、野手の間に落ちれば

ヒット。芯に当たった方がよくて、そうなる

ように練習もしてるのに、試合ではどんな当

たりでもヒットになった方が良い。野球の神

様を味方にするためには、徳を積むことが大

切なんじゃないかと。

　だからこそ「野球の神様にほほ笑んでもら

うために、人の見えないところで、徳を積む

ことが大切だと生徒には話している」と述べ、

部員たちが通学途中にごみ拾いを励行してい

ることを紹介されました。

　そして、これまで隼人で野球部監督をされ

てこられた中で経験された「縁」についてお

話が移り、　花巻東高校佐々木監督や、菊池雄

星君のエピソード話もして下さいました。

　それから、野球というスポーツについて、「野

球という球技は、人が点を入れるスポーツだ

と思う。サッカーも、バスケも、ボールがゴー

ルに入って、点数になるが、野球はボールを

打って、人がホームベースから出発して、盗

塁したり、タッチアウトされたり、そういう

困難を乗り越えて、ベースを廻って、最後に

ホームベースを踏んで、それが点数になる」と、

「人がホーム（家）を出て、ホームに帰ってく

るスポーツだ」とお話されていました。

　そして「笑顔」について、当然ですが、

普段の練習では厳しい顔されているとおっ

しゃっていました。試合の笑顔の裏には、つ

らく厳しい練習があり、その苦しいことを続

けていれば、楽しいことがくる、と。試合で

は笑いすぎじゃないか？との声もあったが、

笑いすぎに思われるくらい苦しいことをして

きたからこそのあの笑顔だと。そうでなけれ

ば、本当の笑顔は出てこない、とおっしゃっ

ていました。

　その上で、「ウィン・ウィンという言葉がは

やっているが、野球にはない。試合後はハッ

ピー・ハッピーという気持ち。うちは花巻東

に負けはしたが、幸せ。試合には負けたが、

選手には人生の勝利者になってもらいたい」

と話されました。(文責 :五十嵐 )

■次週の卓話　　
　     ガバナー補佐訪問　　クラブ協議会
　              　　　

　　　　　　　　　　週報担当　五十嵐　正

*訂正とお詫び

　先週号の例会の回数が 2076 号のところ

2075 号と誤っていまいました。訂正してお詫

び致します。


